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巻頭言

縄文の知恵 ・弥生の技術

水産部長福所邦彦

我が国では、約2000年前に農耕（稲作）が始まり縄

文時代から弥生時代に移行したと言われる。しかし、最

近の科学機器を駆使した考古学的な研究によれば、稲

作の起源はさらに古くまで遡り、その技術の伝播も西

から東へと言う画一的な図式ではなかったとの説が話

題となっている。

農業研究のメ ッカであるつくばにきて改めて感じる

ことは、水産業はまだ「縄文時代」の知恵を活かして

いるということである。つまり、我々は純文時代の人々

が狩猟や木の実の採取で糧を得たのと同様に、漁業生

産の大部分を海洋や河川湖沼の天然資源に依存してい

ることを再認識し、水産研究の発想が、「弥生時代」に

完全に移行し終え、農耕技術を大前提にした農業研究

の場合と大きく異なることを痛感する。農業は大地に

種をまき、自然とのかなり強固な契約を結ぶのに対し、

水産業はまだ自然との一部でしか契約を結ばず、大部

分をその恵みに依存しているといえる。

1991年度の漁業 ・養殖生産量は、マイワシの漁獲量

が大幅に減少したために 3年連続減少し、前年比10%

減の998万トンであった。1971年以来20年振りに1000

万トンを下回る水準て、ある。しかし、このうち、農業

と同様に 「弥生時イーに」的種苗を育てて収穫する養殖に

よる生産量は約136万トンで全生産量の13.6%に過ぎ

ない。したがって、水産業で、は天然水産資源の保全管

理と高度利用に関する研究が極めて重要で、ある。

ところで、我が国の養殖を観ると、 1991年度の海面

養殖の生産量が約126万トン（93%）で内水面養殖業で

は9万7千トン（ 7%）であった。海面養殖の主対象

種はノリ類（40.3万トン）、カキ類（23.9万トン）、ホ

タテガイ (18.9万トン）、ブリ類（16.1万トン）、ワカ

メ類（9.9万トン）、タイ類（6.0万トン）、コンブ類（4.3

万トン）、ギンザケ（2.6万 トン）等である。一方、内

水面養殖の主対象極はウナギ（3.9万トン）、 コイ（1.6 

万 トン）、ニジマス（1.5万トン）、アユ（1.4万トン）、

テイラピア（0.6万トン）他のマス類（0.5万トン）等

である。海面養殖による生産量は年々増加しているの

に対し、内水面j魚、業の生産量は1975年以降あまり増加

していない。

世界の養殖生産量は、中国が720万 トンと圧倒的に多

く、世界の養殖生産量の50%近くを占めて、そのうち
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約60%が淡水産魚類であることが大きな特徴である。

ところで、漁業総生産量に占める養殖生産量の割合は

1985年には12.4%で、 1990年には15.1%に増加してい

る。このように、世界における養殖業の生産量は急速

に伸び、 5年間に40%近く増加している。世界の水産

も「弥生時代」に移行しつつあることが窺われる。その

ため、水産分野の国際共同研究で、は増養殖分野にシー

ズとニーズが多い。しかし、水産業は農業のように完

全な「弥生時代」には移行せず、「縄文時代」の特徴を

活かしながら推移し、天然水産資源に生産の大半を依

存した産業の性質は大きくは変わらないと考えられる。

我が国では、世界に先がけて1964年から「栽培漁業」

が推進されている。「獲る漁業から作る漁業へ」という

キャッチフレーズを掲げて、「人聞が魚介類の種1filiを大

量に生産し、これを適地に放流して、その後は保護を

加えつつ自然の海での成長にまかせ、やがてこれを漁

獲する」という新しい漁業を創り出そうとしている。い

わば「縄文」と「弥生」の長所をとり入れた漁業で、資

源管理型漁業とも呼ばれる。今流行の言葉で表現すれ

ば持続的（Sustainable）生産を目指す漁業形態で、先

進国 ・開発途上国でも注目を浴び、世界各地で栽培漁

業 （Oceanranching）に関するシンポジウムが問かれ、

日本の研究者が講演に招かれることが多い。

つくばに設けられたJIRCAS水産部では、 4月に 7

人全員が勢揃いした。限られた人員と専門分野ではあ

るが、効果的な国際共同研究をと念願している。今秋

にはタイのソンクラにある国立沿岸研究所と共同で

「東南アジアにおける施肥養殖技術の確立」を開始する

予定で、タイ国側の許可を要請し、国内支援体制を調

整中である。また、ベ トナムにおいては総合的なプロ

ジェク卜「メコンデルタにおける農林畜水複合技術の

評価と改善」への参画に向けて準備中である。また、明

年度には総合プロジェク ト「熱帯 ・亜熱帯汽水域にお

ける生物生産機能の解明と持続的利用のための基準

イヒ」に取り組む予定である。これらのプロジェク 卜研

究は 「縄文」の知恵を活かし、 「弥生」の技術を駆使し

て初めて成果が上がるものと考えられる。つくばにや

ってきた「縄文」の海人たる我々 7人に、つくばの里

の 「弥生」の人々のご指導、そして海辺で活躍してお

られる海人の仲間達のご支援をお願いしてやまない。
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平成 5年度国際農業試験研究推進会議報告

当センタ一新設後、最初の研究推進会識が平成6年2月8日に開催され、農林水産省をはじめ

関係機関から54名の代表が出席した。議事は、研究協力に関する情勢報告に統き、当該年度の試

験研究推進状況が説明され、順次、評価情報部会、推進部会、国際シンポジウム、専門分野別研

究会、特別拠出金研究、国際招へい共同研究等について意見が交換された。また、重要検討問題

としてポストハーベスト研究が取り上げられ、多面的な討議がなされた。

開発途上国の食糧問題

海外情報部長大賀圭治

国際農林水産業研究センターの新たな研究分野とし

ての社会・経済的研究について、 「開発途上国の食料問

題と技術開発の役割l」を統一テーマとし、四つの報告

とこれに対するコメントを基に検討された。

4人の報告はそれぞれ「世界食料需給の長期展望」、

「地球環境問題と国際食料需給」、「アジア開発途上国の

食料政策と開発ニーズ、」、「農業開発における適正技術」

をテーマとして行われた。

総合討論では、中国の食料需給の現状と農業開発の

諜題、開発途上諸国の栄養不足人口削減の方策、環境

問題の取り組みにおける南北聞の認識のずれ、日本の

農業開発、食料政策の経験のLD Cへの適用可能性等

の研究課題の提起が行われた。

：最後に、大野座長が環境問題と食糧需給との関連な

どを組み込んだ世界食料・農業モデルを開発し、途ヒ

国の食料需給の評価を行っとともに、技術開発の方向

と農業開発の戦略を明らかにしていくことが、今後国

際研究センターの大きな諜題であると総括した。

開発途上国におけるポストハーベスト

研究の推進について

生産利用部長川嶋浩二

国際農林水産業研究センター (JIRCAS）におけるポ

ストハーベス ト（PH)研究は、新たに発足した生産利

用部、畜産草地部、林業部、水産部の各部にまたがっ

て遂行される。従来、JIRCASの途上国における共同研

究は、育種、栽培、作物保護などそのほとんどがプレ

ハーベストに係る課題であったが、途上国側からは、

PH研究に対する要請がすでに多数寄せられており、

今後それらへ適切な対応が重要となる。

会議では、具体的な対応分野として、①生産物の量

的な損耗防止。②生産物の品質低下抑制及ぴ安全性確

保。③環境保持に留意した流通 ・貯蔵技術の開発。④
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利用加工技術の開発による付加価値向上、生産の安定

化。⑤加工食品ニーズへの対応。~低 ・ 未利用資源の

新規用途開発などが挙げられた。また、各研究部から

当面の具体的研究課題などが説明された。 JIRCASの

長期派遣PH研究実績の説明の後、地域農試、専門場所

を対象にした「開発途上国におけるPH研究の推進に

閲するアンケート」の調査結果を総括し、途上国を対

象とした各場のPH研究実績や当面考えられる研究課

題、 PH分野の国際シンポジウム課題等を明らかにし

今後この分野の研究強化の必要性を討議した。

熱帯における水稲二期作直播栽培技術

の開発と今後の研究推進について

生産利用部長 川嶋浩二

国際農林水産業研究センターでは、プロジェク 卜研

究「熱帯地域における水稲直播栽培技術の確立」（水稲

直熔）をマレイシア、ムダ地区において、昭和63年度

より 5年間にわたって実施した。今回、本プロジェク

トに長期間従事した研究者の外、タイ農業局水稲研究

所など、国内外の直播栽培専門家の出席を得て、本プ

ロジェクトの成果を総括するとともに、今後の研究方

向を討議した。

JIRCASでは、「水稲直播」プロジェク トの後を受け

て、「熱帯二期作地帯における水稲の生物害総合防除技

術の確立」（生物害防除）プロジェクトが、マレイシア

において平成5年度より 5カ年計画で出発している

が、本会議での討論を踏まえ、今後、雑草害防除を主

I肢として「生物害防除」プロジェクトの推進を図って

いく 。具体的には①直播栽培に伴う雑草害の増大の抑

制。特に薬剤抵抗性の新規難防除雑草、あるいは稲と

のハイブリッド雑草の出現に対する薬剤の省使用技術

の開発。②乾田直播の重要性の増大に対応した乾田直

播栽培技術の改善と生産の安定化。③湛水下で、生育出

来るなどの直播適性品種の選抜。④水不足に対処した

節水型栽培技術の開発。⑤休閑期を設定することによ

る稲害虫天敵の生活環境の変化などに関して今後重点

的に研究を推進する必要がある。
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熱帯農業研究文献情報データベース（TROPIS）の開発

熱帯農業研究センターの研究成果を、体系的に、か

っ迅速に検索できるようにするため、熱帯農業研究セ

ンターで刊行された 6干重の資料、JARQ、TARS、Tech-

nical Bulletin、熱帯炭研集報、熱研資料、熱帯農業技

術叢書に収録された論文の書誌事項およびキーワード

についてデータベース化 した。現在までの収録件数は

3 ,2871＋である。

本データべースは、市販のノfソコン用カード型デー

タベースソフト（Ninja4）を用いて構築されているが、

ネットワーク対応のデータベース（informix）にも変

換されているので、研究室単独で、も、あるいはネット

ワークを利用して他の場所の研究室からも利用でき

る。また、モデムによる利用も可能にしているので、高

速ディジタル回線が整備されていないi'i］縄支所等から

も電話回線により利用でき るので、囲内・国外のどこ

からでもアクセス可能である。

。。。。

設定項目は誌名、巻・号数、ページ数、発行年次、論

文名、著者名、分野別キーワード（大 ・中・小分類）、

動物名 ・植物名、病気名、病害虫名等、 化学名 ・肥料

名、調査研究対象地域・匡l名、実験装置 ・病気耐性 ・

濯i段設備等、研究技術情報No.等の15項目が設定され

ているので検索が容易である。また、利用マニュアル

も作成済みである。

なお、本データベースの利用を希望する者は、国際

農林水産業研究センターのデータベースサーバー利用

申請を行う必要があり、検索結果は印刷形式のみを許

可している。また、本データベースを利用して報告資

料等を作成した場合は、利用した旨を明記する必要が

ある。
企画調整部

海外情報部

（現農研センター）

鈴木光雄

木浦卓治

鈴木大助

高等植物の乾燥耐性に関与する遺伝子の単離と発現機構の解析
- 1，・イオテクノ口ジーを用いた車計呆而t'I生本直物のイ乍出を目指して一

バイオテクノロジーを用いた環境耐性植物の作出は

複雑な植物の生理機能を分子レベルでコン トロールす

ることになり、植物が本来持っている環境耐性機構の

解明が重要なポイン 卜と考え られる。追伝子に関する

図｜ 遺伝子導入したシロイヌナズナのGUSの組織化学的
解析。遺伝子が発現している部分は青〈発色する。
左は乾燥した植物、右は乾燥前。
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研究が特に進んでおり、モデル植物として注目されて

いるシロイヌナズナを用いて、乾燥耐性に関与する追

伝子群を単離しその機能と発現機構の解析を行った。

乾燥誘導性の遺伝子を単離し解析すると、変性した

蛋白質を分解する酵素、細胞外の水を細胞内に取り込

むII英蛋白質、種子を乾燥から保護する蛋白質等をコー

ドしていた。これらの遺伝子は乾燥耐性植物作出のた

めの有用追伝子としてあげられる。一方、乾燥耐性植

物の作出のためには有用追伝子を効率良く発現させる

ためのフ。ロモーターを必要とする。乾燥誘導性造伝子

RD29のプロモーターを単1月mし、青い色素を合成する酵

素のグルク ロニ夕、ーゼ（GUS）遺伝子と結合した造伝

子を作成した。この泣伝子をシロイ ヌナズナに導入す

ると、乾燥する前には色素がほとんど合成されていな

いのに対して、乾燥すると強く合成されて青に染色さ

れた（図 1）。 RD29のプロモーターに乾燥耐性獲得の

ための有用遺伝子を結合し、植物に導入して乾燥耐性

＋直物の作出に用いることができる。

生物資源部篠崎和子



国際農研ニュース Vol.2, No.1 (1994) 。。。。
乾燥地土壌の生成機構と特性の解明
一卜ルファン地区土壌の介布と特性一

中央アジアの乾燥地域に属する中国新彊のトルファ

ン地区の土壌調査を行った。結果は図に要約した。

トルファン地区は、河川｜が内陸で消失する閉鎖系の

盆地で、地形変化に応じて土壌が分布している。それ

ぞれの土壌は断面発達が弱いものが多く、土壌生成過

程は初期段階にあるといえる。扇端付近から沖積地が

主な農業地帯で、人為土壌が広がる。

土壌の反応はアルカリ性で、水溶性と交換性の塩基

含量が高く、有機物含量は低い。無機植物養分は十分

あるといえるが、通常は多すぎて扇端付近や沖積平原

には塩類土が生成している。これは、極端な乾燥のた

め土壌水分が上方に移動蒸発し、土壌表面に塩分を残

したもので、地 ぷ山山脈
/1/i.: 

下水位が4～ 6

mよりi支いと臨

類化を起こす。

可溶性塩の主体

は、塩化ナトリ

ウムで、あるカ大

一部には微生物活動による硝酸塩地帯もある。

土性は扇頭では石喋からなるが低地ほど細粒質にな

り、轍密で堅硬な土壌が多い。土壌構造の発達は弱く、

粘土の移動集積は断面調査では認められなかった。粘

土鉱物はスメクタイトを中心とした可風化性鉱物を多

く含んでおり、潜在肥沃度は高いといえる。

このように、水などの条件が整えば良好な農耕地と

なる可能性があるが、塩類化や風食などの阻害要因も

多く、総合的な対策が必要である。

企画調整部

中国科学院新調生物土壌沙漠研究所

中井信

越貴i毎

トルファン地区の地形と土壌の関係

ジェラタク山脈

火焔山
A 南〆綿

f 応7コ－ P.A － → t 「 窪 ヂーτ斜（
' ,., 主0o?.8 = ••” 

洪積成扇状地 I ！~／：引沖積平原 1:i: 1 :::1剥食低山
褐色砂漠土l褐色砂漠土｜液概耕作土 ｜ 塩 ｜褐色砂漠土｜褐色砂漠土
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タイにおけるトウガラシ及びウリ科野菜のウイルス病

の実態解明と耕種的防除法の開発

PRSV及び：・zYMVの諸性質を決定した。各分離ウイル

ス粒子の抗血清はタイ農業局での研究に利用されると

ともに、農．業局に設置された血清銀行を通じて、

国内の希望者に分譲されている。

防除法を検討するために、抵抗性品種のスクリーニ

ング試験と耕種的防除試験を行った。スクリーニング

の結果、 32品種のトウカラシのうち、 VC16aとKhee-

noo UbonがCMV、CVMVに、また 8種類47品種のウ

リ科野菜のうち、 PollekキュウリがCMV,PRSV, 

ZYMVに抵抗性を有することが示唆された。各種農業

資材の防除効果の比較では、シルバーマルチ被覆によ

りトウガラシでもキュウリでもウイルス病の発生が抑

制され、収量も多いことが明らかになった。さらに ト

ウガラシではスキムミルク散布の高い防除効果も確認

され、現地でこれらの資材が容易に入手できることか

ら、安価で安全な防除法として一般農家への普及が期

待される。

タイ

タイ各地のトウガラシ及びウリ科野菜の擢病葉を酵

素結合抗体法 （ELISA）により検査した結果、 トウガ

ラシではチリヴェイナルモットルウイルス（CVMV)

とキュウリモザイクウイルス（CMV）を、ウリ干ヰ野菜

ではCMVとノfパイヤ輪紋ウイルス（PRSV）を最重要

ウイルスと結論し、タイ全土で発生していることを明

らかにした。また、ズッキーニ貰斑モザイクウイルス

(ZYMV）をタイで初めて報告し、 CMV,CVMV, 

弘 － τ --・ 

千代一野田企画調整部
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ウイルスに自然感染したカボチャの葉
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1994新規プロジェクト紹介
ベトナムの農林水複合体系

「四角」の評価と改善

メコンデルタの農林水複合体系「四角」に関する共

同研究が199499年の期間、行われる予定である。これ

は1990年12月に当時の熱研の研究技術情報官であった

牛腸英夫氏と筆者がベトナムの農業と農業研究機関に

ついて海外調査に行った際、クーロンデルタ稲研究所

の所長Dr.NguyenVan Luatから話を聞いたのが始ま

りである。その後、この複合体系について研究プロジェク

トを提案したところ、新センターで新たに水産部が加

わった事情もあり、多分野にわたる総合研究として面

白いということで取り上げられた。研究内容の具体的

な細部は、1994年度中に双方の協議により詰められる。

ベトナムは1986年から刷新（ドイモイ）政策を始め、

土地制度についても個別の農民に15年間の使用権を認

めたため、米の生産が伸び、 1989年から米の輸出国と

なった。メコンデルタの稲200TJhaの内、水深lm以上

の浮稲地帯が15万ha、0.5-1 mの深7］，地借が32万haあ

り、他に、酸性硫酸塩土壌、 j)J[j日夕や塩水の影響を受け

る地棺・など問題土；嬢もあるが、総じて肥沃な土壌であ

り、気温、降水量に恵まれている。

稲を中心とした複合作付体系は苦からいろいろあっ

たというが、「四角」体系は、約5haの四角い水田の回

りで、えぴを飼い、木を植えて木材を採るものである。

この体系は収益の増加を図ると共に、生態系を単純化

し過ぎないことによって、環境保全にも役立つ。

現在の段階で予想される分野毎の研究課題として

は、以下のような問題が考えられる。①農－業分野：直

婚が急速に広がっている。 トビイロウンカの害。 赤枯

れ。魚に害を及ほさない除草剤。畦を利用した畑作物

の栽培。②水産分野：えびの稚魚は近くのJilから採っ

てきているという。付ー力日価値の高い魚種の導入と飼養

法の改善。③林業分野 ：有用樹種の検討。植林が環境

保全に果たしている役割の評価。小数樹極のみで植林

が進められているが、問題は起きないか。④畜産分野：

アヒル、豚などの小家畜の導入とその排i世物の利用。⑤

経営評価：収益性の向上。投入Ii輩出比率の改善。⑥生

クーロンデルタ稲研究所の 「四角」体系試験

態系の評価 ：自

然保護区を含む

土地利用計画。

水産や植林が生

物の多様性の維

持に果している

役割の評｛断。
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これらの課題について、クーロンデルタ稲研究所、カ

ン卜一大学、南ベトナム農業科学研究所などと共同し

て研究を進めることになる。ベ トナムとの外交関係は

急速に改善されつつあり、生活条｛牛もかなり良くなっ

ているので、成果が期待される。

海外情報部（現北陸農試） 潰村邦夫

施肥養殖

東南アジア諸国では経済の発展に伴い、集約的な単

一種 ・高密度 ・給餌養殖法が急速に普及してきた。こ

の養殖法は高生産性て、あり生産拡大には効果的であっ

た。しかし、自家汚染による環境悪化、魚、病の多発と

それに伴う生産の激減等の問題が顕在化している。こ

のような問題の一つの解決策として、当センターでは

施肥養殖法の導入を考えた。

施Jj巴養殖法とは、閉鎖又は半閉鎖系の池に有機肥料

を散布し、それを植物プランクトンに、発生した植物

プランクトンを動物プランク トンに、動物プランクト

ンを魚に、さらに排出物をエビ等のべントスに餌とし

て利用させる。このことにより、環；境に調和した生態

系を作り、そこで、の魚介類を利用する養殖生産方法で

ある。つまり、施肥養殖とは環境保全を考慮した持続

的生産法である。

施JJ巴養殖はもともと中国をはじめとして、東南アジ

アの諸国で伝統的な養殖法として行われていた。しか

し、施肥養殖法は生産性が低いと言う欠点を持ってい

たため、給餌養殖の普及と伴に衰退してしまった。長

い目で見た場合には有利な生産法で、あっても、経済発

展を最重点課題とする開発途上国では、現時点での生

産低下は社会的になかなか受け入れられない。残念な

がら、当時国では現在、高密度給餌養殖j去の改良によ

り、高生産性を維持させようと考えている。そこで、

低生産性を如何に克服するかが、開発途上国にとって

施肥養殖を魅力あるものにするかの大きな課題である。

現実はどうあれ、開発途上国の水産養殖業を健全に

発展させるには、持続的生産を目指した養殖法の開発

の意味は大きい。これを推進するには、水域における

物質循環や生態系の解明等の基礎的研究の強化や社会

経済学を含めた周辺科学のレベルアップにつながる支

援が必要で、ある。これらを基として、開発途上国にお

ける裾の広い増養殖学体系作りが、今後の開発途上国

の養殖業を発展し、拡大させて行くための大きな課題

になると考える。

水産部原素之
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卜ピックス 一魚の研究はじまるー

「つくばのサンマ」

1993年10月に国際農林水産業研究センターが発足

し、新たに水産部が設けられた。当初は4名（ 2名は

併任）でのスタートであったが、 1994年4月には 7名

の定員全員がそろい、つくばでの魚の研究が始まった。

また、 4月末には水産生物の飼育施設を備えた海外実

験棟（908m＇）が完成し、魚、のそばでの研究を切望する

仲間 4名が早速に居室を本館から海外実験棟に移し

た。

水産生物飼育のためのアクアトロンの特長は、①閉

鎖循環系、②海産魚と淡水魚の飼育が可能、③塩分を

種々にかえた汽水状態での飼育が可能、④水温制御

(15～35℃）、⑤水質浄化システム（物理漉過、生物減

過、 )j兄窒素装置、紫外線照射）、 ⑥水質モニター装置等

を備えていることである。飼育槽の容量と数は現在4

m' (1)、 1 m' (4）、 600Q (4）、 60Q (10）であるが、大

きさと数は様々にかえられる。本施設は、水産研究所

や水産試験場の飼育施設に比べると小規模ながら、つ

くばでも海産および淡水産の魚介i菜類の飼育と培養が

できるようになった。 5月23日に全ての竣工検査が終

わり、魚、の受け入れ体制が整った。

海外実験棟では、海外共同研究を支援するための囲

内研究やカウンターパー トの招へい研究を行うが、そ

の実験対象種として開発途上国共通の養殖対象種（テ

イラピア、 コイ科魚類、アカメ、ハタ類、 エビ・カニ

類、アワビ類）の搬入と飼育の準備を進めている。水

産音llでは、これらの魚介類の繁殖生理、栄養要求、疾

病防除、育種等に関する基礎的研究を推進する。

ところで、 4月1日付で着任した巣山哲研究員はこ

れまでサンマの水産資源学を研究してきた。海外実験

棟の飼育施設は魚介類の増養殖研究のみならず水産資

源分野の基礎研究を推進する施設としても威力を発怖

させることが出来る。つくばにある多くの農林研究場

所で創り出される生物共通の諸生命現象に関する研究

情報を消化・ l吸収して、水産生物に関する基礎的な研

究展開が期待される。そして、国際研究センターによ

る水産分野の研究成果が、落語の 「目黒のサンマ」で

はないが、魚、の研究はつくばにかぎるとの国内外の評

イ聞を受けたいものである。

水産部長福所邦彦

新本館整備計画出来上がる

国際農林水産業研究センターの拠点施設として、総

工費1,155百万円で建設予定の 「国際研究本館」の概要

は以下のとおりです。

竣工は、平成6年11月の予定。

施設の概要：建物延床面積3,622所、 RC-2階、総タ

イ／レ貼りで中央部分はカーテンウオー

ル仕上げとなります。

施設の機能：所長、企画調整部、総務部及び海外情

報部を収容し、国際共同研究の企画 ・

戦略策定、国際研究情報処理、研究交流、

研修及び広報機能を備える計画です。

一7

配置計画：

中央部分； lFは、｜映像を中心としたガイドホー

ル（一部吹抜け）。 2Fは、 AV・同通装

置を備えた国際会議室。

左ウイング， lFは、総務部。2Fは、所長室、音ll

長室、特別会議室、 応接室、委員室

等。

右ウイング； lFは、コンビュータ室、情報解析室

等を配置した海外情報部。

2Fは、研究企画室、海外通信室及び20名、 50名規模

の研修講義室を配置した企画調整部。

総務部会計課長
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熱帯反すう家畜ルーメン内の繊維分解菌の検索とその特性

熱部ー地域には肥育の不十分な家畜が多いが、水牛は

同一条件で飼養されているにもかかわらず、肥育上の

問題点は少ない。これは、水牛のルーメン微生物が粗

飼料をより有効に利用出来るためであると考えられ

る。繊維分解菌、特にFibrobactersuccinogenesは繊維

が多い粗飼料が給与されたil寺の最優勢菌であることが

知られているが、分離が極めて難しく、その為、実験

室で使用出来る菌株は世界中で10株程しかなく、かつ、

その識維分解能も弱く 、菌の基礎的な生物学的性状す

ら不明であった。当センターとマレイシア農業大学と

の共同研究によ って開発された、簡易繊維分解菌選択

分離法により、いままで困難であった繊維分解菌の分

離、特にFibrobactersuccinogenesの分離が容易にな

り、次のことが明らかになった。①融維分解能力は水

牛由来菌株の方がケダーケランタン（KK）牛由来菌株

より強力であった。②繊維分解能力は水牛由来菌株の

方が、 KK牛由来菌株よりも強力であった。cr繊維分解
菌は継代培養を高頻度に行うほど、繊維分解能が高度

に発現した。④繊維分解菌は、 摂氏4度で繊維分解能

を保持したまま 4週間生存した。⑤繊維分解菌は、培

地中の可溶性炭水化物、特にグルコースによ って、繊

維分解能が著しく低下した。

．・：－－.、‘・・ゾ I. • I畜産草地部工藤博＊

二~ '~ ・：・；ぺ.：－＝. シ：：＇J,・｜（＊現畜産試験場）
．－ lマレイシア農業大学
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ルーメン内の主要繊維分解菌

上。 Fibrobactersuccinogenes 

中.Ruminococcus a/bus 

下 Ruminococcusflavefac1ens 

。。。。
Wxタンパク質を欠失した小麦遺伝資源
一橋小麦育成を可能とする欠失変異体の発見一

Waxy (Wx）タンノマク質は！庄手Lデンプンのアミロー

ス合成に関わる酵素であり、 Wxタンノfク質の量とア

ミロース含量の関係が示唆されている。 一方、麺（う

どん）はアミロース含量が少ないほど粘弾性が増し、食

l床が良く なるとされている。

小麦には三種類のWxタンパク質（Wx-Al、Wx-

表 Wx-A 1 、Wx-8lおよびW,-Dlタンパク質を欠いた小麦品種数

Wxタンパク盛
国・地盤 週査品盤整率 Wx-Al Wx-81 Wx一D1 

日本 462 ( 3 3 3) 75 16 。
朝鮮半島 93 10 

中国 308 ( 171) 12 

インド 50 25 

パキスタン 85 13 

アフガニスタン 59 13 

トJレコ 156 81 

オーストラワア 127 51 

北米（米 ・カナダ） 315 (172) 1 9 

商欧（英 ・独・仏 ・伊） 172 

旧ソ連 133 。 5 

1. 960 (1. 551) 177 15 9 

* Wx-A lタンパク質の欠失性はすべての品種（ 1. 9 6 0）を、 w' B lとwx-Dlは
1. 5 5 1品種（目本、中国および北米は括弧内の品種数、他の国はすべて）
を調べた。

Bl、Wx一Dl）があり、電気i永動法によって識別できる。

この方法を用いて世界の小麦追伝資源1,960品種にお

けるWxタンパク質の欠失変異を解析した。そのうち

177品種がWx-Alタンパク質を欠き、Wx-Blを欠く小

麦は159品干重であった。さらに、WxDlタンノfク質が欠

失した小麦を中国に一品種のみ発見した。一方、 Wx

AlとWxBlを二重に欠く 小麦は日本に数品種存在し

たが、羽Tx-AlとWxDL Wx-BlとWx-Dlおよび三つ

のWxタンパク質を同時に欠く小麦は発見されなかっ

た。

Wxタンパク質を コードする造伝子は異なる染色体

に座乗する。したがって、京Tx-AlとWx-Blを同時に欠

く日本品種とWx-Dlのみを欠く中国品種の交雑後代

からすべてのWxタンパク質を欠く小麦が育成でき

る。稲などの研究からWxタンパク質の無いものは精

性！庄乳となることが示唆されているので、 Wxタンパ

ク質の欠失変異体の発見で縮小麦作出が可能になっ

た。

沖縄支所山守誠、長峰司、中村俊樹本

＊東北農業試験場

8 
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特別寄稿

柔軟な改革が求められるアフリカの土地所有制度

ほとんどのアフリカ諸国は1960年以降に独立してお

り、独立後の歴史は浅い。このため現状では国民の国

への帰属意識はやや低い傾向があり、むしろ多様な民

族、宗教、 地域社会への帰属意識が強い。この事が国

の一律的な行政を困難にしており、多くの紛争の原因

となっている。土地所有に関する法的根拠や考え方も

多様で・ある。永い歴史を経て確立された慣習法、植民

地時代に導入された近代法、さ らにイスラム法等が併

存する。これらは地方毎に、場合によっては村落毎に

存在する特有な土地所有制度の基礎となっている。

受け入れられ難い個人所有の概念

かつての植民地入植者は、獲得した土地から最大の

利誌を得るため、土地登記に基づく佃人所有の概念の

普及に努めた。しかし、現在においてもなお慣習法は

厳然として機能している。’慣習法の多くは 「土地は個

人の所有物ではなく、村落や家系の所有物である」と

する考え方を基礎にしている。例えば、モーリタニア

では多くの西アフリカ諸国の場合と同様、土地は家系

構成員の共有物である。長老は構成員の結婚、出産、転

出入等の新しい事態に対応して土地の利用権を再配分

ー令ι
一’・

一ー ¥ ,,r.智

ソルガムと力ウピーの；昆イ乍（ナイジエリアヰヒ吉日）
ホーをたくみに操作し、 耕起、 中耕、 培土、除草を行う。
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生物資源部主任研究官渡辺 巌

する。所有の絶対性と永続性が基本となる個人所有制

度が受け入れられないのももっともである。更に問題

を複雑にしているのは土地は分割 ・譲渡の対象となり

うる 「物」ではなく、 「宗教と社会生活の基盤」と考え

られている事である。祖先の住み着く場であり、土地

を介して死者と結び着くと考えられている。土地は供

物を供えて敬うべき神性なものであり、資産とは考え

られておらず、当然個人の所有物たりえない。

土地をめぐる情勢の変化と紛争の多発

土地が充分に存在した時代では、土地は 「｛困人の継

続的な所有物」とする概念が生まれなかったとしても

不思議で、はない。しかし近年の急激な人口増加、経常

的なi吃ばつ、土地肥沃度の減退を経験し、 開墾可能地

が減少するにつれて次第に土地をめぐる紛争が増え、

所有制度の問題がクローズアップされるに至った。典

型的な例は、これまで専ら遊牧地として利用されてい

た土地に新たに作物が栽培される場合である。営々と

作物を耕作しでも、家畜の群れが通過すると一夜にし

て作物が消滅する。かつては作物栽培と家畜群の通過

との聞には時間的なずれがあり、また場合により時期

が一致しでも休閑地が遊牧地として利用され、空間的

なずれもあった。しかし可耕地の減少により休閑地が

減少するとともに、耕作適期以外にもなにがしかの収

穫を期待して作物が作付けられるようになると、両者

の時間的 ・空間的隔たりが消滅し｜問題が発生する。こ

の種の紛争は日常化しており、毎年各地で多数の死傷

者を出している。また、土地に資本が投下され、土地

利用形態が高度化すると土地の所有が問題となる。河

川敷のj韮概農業化が好例である。従来からのその土地

の利用者、 これからそこで営農 しようとする者、資本

を投下した者等の聞で紛争が起きる。

社会・経済の変化に応じた柔軟な改革の必要性

各国の開発担当者は開発に伴う土地紛争を防止する

ため、土地所有制度を改革する必要があると考えてい

る。しかし、もとより法律は住民の生活慣習に適合し

たものでなくてはならない。このため欧米型の近代法

をそのまま採用する事は無意味で、あり、当面は’慣習法

を11111，にし、社会 ・経済の変化に柔軟に対応しつつ近代

化を図ろうとしている。気長で、地道な努力を要する改

革と思われるが、それ以外に道は無いであろう。
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1994沖縄支所共同研究員紹介
持続的農業確立に向けての国際共同研究

スリニノてサン アンチャ

元国際半乾燥熱帯作物研究所博士研究員（インド）

農業環境生態の維持は、 1990年代

の地球規模の課題です。国際農研で

は国際招へい共同研究プログラムに

四つの重要テーマを設定し、そのう

ちの一つ、耐暑性作物の開発に私自身参画しています。

マメ類は持続的作付け体系を担う重要な作物の一つで

す。高温ストレス、特に開花期の高温ストレスが、熱

帯地域での、いくつかのマメ類の作付けを困難にして

います。 地球規模の気象変動の予測として将来、温度

上昇の多発があります。マメ類の耐暑性に関する研究

は、この点からも注目される課題であり、私はヒヨコマ

メ、キマメ、ラッカセイ及びダイズ、の耐暑性品種間差や

スクリーニングj去について検討し研究を進めています。

国際共同研究科での私の研究

ヌルリアニ ベルマウイー

香辛料薬用作物研究所遺伝資源部（インドネシア）

東南アジアの稲作において、塩類

ストレスは大きな問題です。 IP高広い

塩類ii襲度範囲で
流における順応及び生長抑制等、多

様に反応しています。塩類ストレス問題の解決に向け

多くの育種努力がはらわれてきていますが、効果的育

種戦略達成には至っていません。そのためには、まず

耐血性のメカニズムに関する生化学的知見を得ること

が重要です。この度、国際招へい共同研究プログラム

に参加する機会を得、私がこれまで扱ったことのない

作物、イネの耐塩性について、品種特性と評価につき

共同研究を実施しています。耐塩性品種Pokkaliと感

受性品種IR28の2品種を材料とし、耐塩性メカニズム

解明の手がかりとなる知見を得るべく研究に取り組ん

でいます。

ベトナムにおけるイネ研究の新しい展開

ブイ ／てボン

クーロンデルタ稲研究所（ベトナム）

ベ トナムの米生産は増大しつつあ

るとはいえ、平均収量はまだ3.lt/ha 

と低く、稲作面積630万haの約半分

が、水ス トレスや、塩類集積等不良

環境下での栽培です。一方、潅瓶整備岡場での高収量

品種の生産量の伸びは、既に頭うちの状態です。べ 卜

ハH
V

1
Eム

（姓のアルファベットJI慎）

ナム人の100%は米主食であり、現在7180万人の人口が

西暦2000年には8000万人へと増加することは、食糧問

題を考えるうえで無視できない状況です。こうした中

で、ベトナムにおけるイネ作研究の新しい展開として、

国際共同研究協力の推進が強く望まれています。私の

課題、耐塩性イネの開発に関する研究も、その一端を担

うものと自覚し、意欲的に取り組んでいるところです。

サツマイモ育種に貢献するための

試験管内遺伝資源保存について

サタ一二ナハロス

フィリピン大学自然化学研究所（フィリピン）

作物の育種は、その生産利用場面

における動向をにらみながら進める

必要があります。サツマイモの場合、

食品原料として加工技術にあった有利な特性を選び出

す必要があり、また、アントシアン色素やβーカロチン

等機能性食品成分の素材としての育種も要求されてい

ます。一方、発展途上国において、サツマイモは稲凶

作時の避難作物として大きな意味をもち、そのための

品種改良も重要な課題です。このようなサツマイモの

育種目的の多様性は、様々な特性を備えた、幅広い遺

伝資源の供給を要求しています。在、が取り組んでいる

サツマイモ造伝資源の試験管内保存に関する研究の成

果が、その育種戦略にとって、極めて有益なものにな

りうると石窟信しています。

ヤム（Dioscorea spp.）遺伝資源の試験管内保存

サヤドハサン

マレーシア農科大学（マレーシア）

ヤム （Dioscoreaspp.）は熱帯地域

における重要な栄養繁殖性作物のひ

とつです。この作物は、種子て、貯蔵

できなく、また塊茎は長期保存が難

しく病害虫にも弱いことから、培養組織の保存が遺伝

資源保存法として推奨されています。こうした背景か

ら、私はここ国際共同研究科でヤム遺伝資源の試験管

内保存法の研究を進めています。これまで、植物体片

の増殖に成功し、短期間試験管内保存のための様々な

生長抑止条件を設定し、ダイジョ、ナガイモ等数系統

の一節苗に処理を試みました。また、一定期間試験管

内保存した場合の系統聞の遺伝的安定性について、及

び一節苗のアルギン酸ナ トリウムビーズ包埋試料の凍

結保存について実験を進めています。



熱帯地域むけ耐暑性葉菜類の開発

モハマド ホセイン

パンクeラテーシュ農業大学院園芸学科

〔パンクeラテ’シュ）

バングラデシュでは、根菜類を除

いて年間200万トンの野菜生産があ

りますが、 夏季生産は、そのうち20

%にすぎず、その結果、夏季の野菜

不作と栄養失調をもたらしています。熱帯地域では栄

養生長期後の開花誘導に必要で、充分な低温条件が得ら

れないことがキャベツ等の採種を困難にしているので

す。私達は、キャベツとハクサイの間で、プロトプラ

スト細胞融合や種間交配により、いくつかの耐暑性雑

種の作出に成功しています。これらは高温耐性で、あり、

また熱帯条件下でも採種可能です。これら交雑種の生

理的及び遺伝的諸性質についてさらに知見を得るた

め、ここ石垣の国際共同研究科で実験を進めています。

湿地開発。西アフリカにおける持続的稲作りへの処方護

／てド オエデイラン

ラドケ アキン卜ラ技術大学農学部（ナイジェリア）

西アフリカ地域は、サブサハラの

中心であり、約3000万haの湿地帯を

有します。このうち1/3が内陸水域盆

地で、森林破壊、サバンナ化、沙漠

化や土壌劣化等様々な環境問題を抱え、こうした荒廃

地化が現在、人類に脅威を与えています。高地畑作の

生産力が人口の急増に既に対処できなくなっているこ

とから、低湿地帯農業開発が注目され、食糧問題に向

けての様々な対応、選択が迫られています。低湿地帯

の自然生態系を考慮すると内陸水域盆地は、持続的稲

作の開発にとって最も高い可能性をひめている地域と

いえます。適切な水管理の下で、は、稲の二期、 三期作

も可能です。低湿地未利用生態系に注目した共同研究

に大きな期待が寄せられています。

RAPDi去によるサツマイモとヤムの遺伝的変異検定

パニィ テミサック

カセサー卜大学農学部（タイ）

いくつかの作物の遺伝的多様性の

検出にRFLP（制限酵素断片長多型）

分析が利用されています。また、ラ

ンダムプライマーを用いPCR（ポリ

メラーゼ連鎖反応）法で得られる増幅産物、 DNA多型

守
｝
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を比ll佼するRAPD(Random Amplified Polymorphic 

DNA）法が開発されています。本法では極めて少量の

DNA量で多型解析が可能なことから、種及び系統の分

類や造伝的変異の検定に効果的な手法であり、育種や

造伝資源保存において、 重要なa情報を提供してくれま

す。サツマイ モとヤムのDNA調整やRAPD反応の最適

条件を種々検討し、これらの結果をもとに、今後、圃

場育成株と組織培養株両者における遺伝的変異につい

て知見を得る予定です。

農民のための農学研究目私の課題、

水分ストレスとリン駿吸収に関連して…

フラソッフ ウィラコーンノマニット

タイ農業局土壌科学部（タイ）

私の課題“水分ストレス下での、サ

サゲの生育に対する土壌リン酸濃度

と菌根菌の影響に関する研究”は、現

在のタイの状況にとって極めて重要な課題です。何故

なら、 主にカオリン粘土質からなるタイの土壌は、低

保水力で、陽イオン交換容量も小さく酸性、特に窒素

とリン酸養分に関して低供給土であると特徴づけられ

ています。こうしたことから、本研究課題の成果とし

て得られる知見、情報は、タイの農耕地にとって有益

なものと期待されています。『農民のための農学研究が

要求されている』と心をひきしめて研究に取り組んで

います。

ブラジルにおける森林破壊防止へのアプローチ

二jレス ヨコミソ

サンパウ口州環境局森林研究所（ブラジル）

ブラジルは、緑の地球の肺的機能

を果たしていると考えられてきまし

たが、現在、南部及び大西洋岸から

西部地域にかけての森林荒廃が深刻

化しています。ブラジルで最も開発が進んでいる地域、

サンパウロ外｜の調査では、原生林は点状に残存してい

るに過ぎづ、その総計は、州、｜面積の僅か6%にすぎま

せん。21世紀には、さらに半減すると予測されていま

す。こうした現状の改善、修復を図るため政府は、自

然林の持続的利用と再植林率の増策を提唱していま

す。植林には、ユーカリや松等の早生樹を選定し、ま

た森林生態に重要な役割を果たしている菌根菌に関す

る研究も実施されており、私もここ国際共同研究科で、

この課題に取り組んで、います。
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海外実験棟業務開始
かねてより建設中の海外実験棟が先般完成し、いよ

いよ業務が開始されました。この棟（総工費12億 7千

万円、面積900平方米）には、他の研究機関にはなかな

海外実験棟

かない装置が設置されています。特に、循環式アクア

トロンは、水産庁の水産研究所等にもない施設であり、

実験胞設の設置自体が一つの実験といっても過言では

ありません。また、複合表面分析装置（X線光電子分光

分析装置）は、世界で設置されているのは10台というも

ので、科学技術庁も通産省も同型機を持っていません。

どのような研究成果が生まれてくるか、おおいに期待

されるところです。 （総務部長 進藤真理）

（このページでは、海外実験棟内装置として、 ESCAと風洞実験装

置を紹介します。循環式アクア 卜口 ンはp.7 （上部分）を参照して

ください。）

世界最高のX線光電子分光分析装置（ESCA)

－究極の表面分析システムー

海外実験棟の表面分析室に、世界最高の分析能力を

誇るSCIENTA社（スウェーデン）のESCA(Electron 

Spectroscopy for Chemical Analysis) -300が導入さ

れました。この分析方法はXPS(X-ray Photoelectron 

風洞実験装置

一気流・温度・湿度制御ができる設備ー

風ilYil実験装置は日本の気象条件では普通現れない、

また室内でも設定できない気流 ・温度・湿度の環境条

件下で実験を実施するのに必要な特殊装置です。この

風ilYilは横形 ・密閉単一回路回流式で、送風機 ・気流速

度調整装置 ・冷凍機 ・温度調整装置・｜徐湿装置及び運

転制御装置などにより風j同内の測定部における気流 ・

温度 ・湿度条件を設定できる設備です。

風洞のiWI定部の

大きさは、 lm 

(1幅） ×lm （高） ×

2 m （長）です。気

流速度を O～10

m/s、i,W1度を－

15-50℃、湿度を

Spectroscopy）とも呼ばれ、超高真空中におかれた団

体試料表面に軟X線を照射し、光電効果により放出さ

れる光電子の運動エネルギ一分布を測定するというも

のです。そのため、試料表面を構成する原子の持つ電

子軌道についての情報が得られます。内殻電子の結合

エネルギーはそれぞれ原子固有の値を有しており、光

電子スペクトルから表面（数10λ）の構成元素が同定さ

れ、原子の化学結合状態の評価を行うことができますL

これにより岩石から土壌への変化過程、鉱物 ・金属・

高分子化合物等、材料の表面特性及び変質 ・腐食状態

を向平fJ}jすることが可能になりました。このESCA300 

は、武蔵工大、東芝、 三菱重工、ソニーに次ぎ、日本

で5台目。つくばではもちろん始めてです。現在、本

機は順調に可動中で、隣の地球科学実験室からガラス

窓ごしに見学できます。 （環境資源部 八回珠郎）

5 % (20℃の時）に設定でき、運転の際には制御（観

測） 室内の操作盤より遠隔操作が行えます。現在、水

稲の低温冷害の実験と低湿度の環境（内陸乾燥地に相

当）で防風網による土壌蒸発及び土壌水分に及ぼす影

響の実験をする予定です。 （環境資源部杜明遠）

V風洞付帯設備（冷凍機 ・温度調整装置・除湿装置など）
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第 1回国際農業専門分野別研究会開催

「水産増養殖における国際共同研究の現状と展望」

平成 6年 1月13日、匡｜際農林水産業研究センター

(JIRCAS）が発足して初めての分野別研究会が、 JIR-

CASの第 1会議室で催された。テーマは、新設の水産

部による研究活動の幸先よい開始と進展に期待がこめ

られ、その素案の提示が水産音riに求められた。部内協

議の結果、途上国からの研究ニーズが多い増養殖分野

が選ばれ、所識でも認められた。

研究会には、 JIRCAS、水産庁、水産研究所、県水産

試験場、大学、民閉会社の研究所等から90余名が出席

し盛会となった。産官学を代表する 6名の諸氏からの

講演があり、水産分野における今後の効率良い国際共

同研究に有益な数多くの情報と知見が得られた。さら

に、総合討論ではコメンテータ一、アドバイザーそれ

ぞれ6名の諸氏から、 JIRCAS水産研究の推進に資す

「一 一－.；－·－－＝－－－~ ・る貴重な助言と示唆があっ

た。とりわけ、共同研究に

際して、相手側の要望のみ

ならず研究活動の現状を正

確に把握し、お互いに人を

育てること、つまり 「人を

のこすは上」の理念が大切

であることが指摘された。

北3 なお、議事進行役は水産音ll

長が務めた。

水産部長福所邦彦

第T回 国際農林水産業研究センターシンポジウム
第XXIV回国際園芸学会議シンポジウム

テーマ熱帯－車熱帯地域における果樹栽培

熱帯 ・亜熱借地域における果樹栽培は、同

地域原産のバナナ、アボカド、マンゴウ、パ

インアップルなどの栽培に代表され、輸出産

業として国民経済の向上に多大の貢献を果た

場所：国立京都国際会館
期日：平成6年 8月22～23日

すとともに、国際的な食品として極めて重要な位

置を占めている。また、同地域においては、囲内

需要の充足、新規輸出産品の開発を目的とし、温

+I寺原産果樹類の試作、普及が図られつつある。

しかし、その環境条件は極めて厳しく、熱帯 ・

亜熱帯性果樹、温帯性果樹ともに多大の問題点を

内包しており、各樹種、各病害虫の生理 ・生態的

解明、気象・土壌環境の解析等に基づく品種開発、

栽培管理技術の開発が急務となっている。

このため、国際園芸学会識の開催にあわせ、熱

帯 ・亜熱帯地域における果樹栽培の現状と問題点

について検討し、もって同地域の産業の発展に資

することを目的にJIRCAS国際シンポジウムを開

｛在する。

つ
－υ
唱
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0異動関係
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平成5年ll月｜日付 T官t, ,r~ ：，t斗主土Z品／ Iゴ旦ll 却）Y.し盃i三千壬日f:','E 寸·；＆ •ιti!!音ISj三1E日rn：’H
とtJlJ/ 4 f,)f ) 工藤 tW: 

nrr~抗議目的：~.：J1;糊lfl 発-ms i't•総支所（作物育種研究室） キ公［Ni] 誠 草地試験場生態部草地生態研究室長 子w,1量草地部主任研究官 北l京 1:tl久

平成5年II月16日付 北海道民E業fi;試f験c淵場利州n？研2研究究室センタ－，立 R 生物資源部主任研究’自 加藤民次郎

生物資源部主任研究官 ！民連.:;ii,:,::?"1.ir控沼野菜fl極剖i坂旧好対 総務部庶務r.'ll（人事係） 伐採工：！』4学研究所総務部IX~ :/r, WUJ判長） 篠士＊ 1 ~央

平成6年 l月16日付 環境資源古ll主任研究官 民主主任工研究、d店i)f究（）所也地下域水資資淑源、工研’究F部室） 今泉 i民；之

果樹試験場輿i宰支場長 生産利用音［l主任研究官 小泉銘}J)j 生産利用者ll主任研究官 段研栄ぅi＂＼：工店学（ゴ研二究'l't所日／究i比会，viris主任 向後 tft二

生産利則昔日主任研究官 !l!.c~針R試験場室口之ilt立場
ザ内，，日f,Y. R 大津 'iii；弘 t色、産草地昔ll主任研究官 靖L氏f自t衛研生究試官験（場免疫生病体F防ll御研研究究，，部） 松！京 !!¥' 

平成6年 2月｜日付 水産部 中央水産研究所企図調整部 巣111 哲

水産部 il'両立研究所環境'r~＇ F 1Um Ill］野正志 沖縄支所庶務課庶務係長 九ハル州有総（it務t：分試験室場庶務総務係部長 江申書 英樹(v;/耳lillJJ／；生研究室）

平成6年3月｜日付 沖縄支所（業f-n科） ？訪j続試験場金問凶五島尻 fl華人平斗）

i毎外情報告llfえ 海外情報部国際研究i情報官 大n主治 読書話芸高品名孟探査h’t判4 企［出｜調整部↑l湘資料諜管制限 中尾美佐子

北陸従業試験J品作物開発部長 海外↑）＇／報部国際研究↑i将11·r~· 泊村邦夫 'i t業ff研究究セノタ一民直応7駐研日｜究l函室剖；） 日f・,・, (iii／.品通 生産利用音ll主任研究官 tRJII f言弘

農業研究センター総合研究官 海外情報部長 大肝芳和l 塁若葉控室t~f~1＼護主総務部 i'I •制支所庶務課1.1ゆ 古見 一八

4担TJH\I•M 海外的制昔ISH (l-''-11めdi作食 土尽 Iii＇／列 月L樹試験場!N!iI t支場I,\仁務；；~ i'I •縦支所庶務諜（会計係） ";;i村 孝志(ii捗タト・r,'/宇u古IU二イて同fヲモ官） 服役来機｜見J(FAQ）派泣） Ull J主：ィ,f<)

水説者11主任研究官 ,1.；阿梅l究育水産研究所刑判環抑制i
HE日f,・, （漁場保全日f究宅） EEl"i' 1勝久 肝菜 ・茶業以験謀総務部川 総務部会計謀（月J皮係）

-ii, ,:~i (ffU!f 0 1 ) 字f河野tJoc舟

平成6年3月31日付 出iン／1'~~九i民：'if~,i'. ff附 N さI：－：注利用音ll主任研究tr t制｜ 秀人

定年i品lit¥¥ 全l苗｜調整部連絡調務科長 室f'i Iりl義 九州品業'1に峨聖水ru手1JJIJ部 生産利用昔ll主任研究官
制1,1;,. 1Ji1M"JY. iミ ＇，町し山”内埼 di 

itl霊能税務·，~悩税関先総務部庶務J)lr,'ll長抑制li:. 前l日 治 出場者ゐ附品向lltl!!,flJ111古IS i'I•縦支所（業務科） 吉儲克彦

ill戦（ ，＇j·森s~，仇？業試ii験場） 
H)!P民文I品目1• c rm へ 生物資源音［l主任研究’er 春rm 設：リL 蚕糸 .tJ止L設業芸術開「議官総務部庶務課庶務係長総務部，／:,jl人第2 ii主i金 m 
平成6年 4月｜日付 書7産草地苦llf/1任 中／l!! ;W1決~r-{lc1i£i1j!Ji 1/) T弔

一任 研究 （企同干 "ii'.111!事古(l:,:J

企画調務部情報資料諜管理係長 森林総合研究所7合下同i＇訓ff務官IS資料品資料係怯l 橋本 事長子 採用（企画制監部） ！品l E二十汗

総務官1¥1.!Wl北庶務係、長 ぬI.（！：，／；業革研法究庶務セ第ンタ1係ー総y務fで古IS 嶋ELI 秀子 採用 （企画iJ司翌日10 鈴木克己

企画部！！~foll述絡調務科長 i'I哨t支所熱帯果樹研究室長 大東 1己 附 I（総務官［;l.(!;:fij)!jl課長補佐） 長是主主主器産縦割｛ 樋口 II/', 

総務部会，：！＂）ぷ（用度係） 総務部庶務課（人~， （係） 久保日J),'lJIIJ 採用 (ii匝外情報告｜；主任研究官） 後藤 I平f

i'I •縦支PJil.任務課 （会計係） 総務部会計r,'ll（会計係） 天l王lキn彦 採用（環境'ff.似昔日） 大fl' z,；之

海外的抑制i国附！「矧"i'／羽目 指特産議終賞作物II日制II 小林 ft, n月J（総務部会計諜） 一ノ溺！主II'{¥

海外↑，＇／附i凶トi~！研究情報官 舎安手"fIBf菜室宣＿r.ms水平IJ 北村義イ三 平成6年4月16日付

1最高f復帰（海外的問；主任研究"i':l ;'.'J[t型器主主！川 篠崎 ii'r之 ’ I • 同 1;1~~；；＇.＂こt叶Lぜit,,,;rnis 
栄養＇El''I! 民 ffi l)i'.)';IJ也古r，主任研究官 西村宏一

職務＼iHWl:11＼利HH'il；主任』ilf究i':l ；川bt~』IJ,f!;t 小企i'.flfrfiJJ,x 採用（当強利J[J古｜；主任μif究官） ii還義務雨雲主［！t¥'rt総長 1'rl道l ;j: 

i'I •縦支F付与抑制t研究室長 器製：f}1~制；す説会主） 円コl' ・：， f ｝干，；＇じr、

。海外出張者 （平成5年10月～） 信所邦彦 ，， インドネシア 6. 03 .13-6. 03. 26 
タイ

氏名 所属 出張先 出張期間 村 ｜二 敏文 II インドネシア 6.03.13-6.03.26 

。研究管理調査 タイ

貝沼圭二 国際研究センター アメ リカ 5.10.23～5.10 .31 
野山J』 『持 政林水屋技術会議事務局 7 レイシア 6.03.16～6 03.27 

タイ

進藤 u!耳I'. II 7 レイシア 5.11.25-5.12.06 八木橋治也 国際研究センター 7 レイシア 6.03.16～6.04.07 
タイ

タイ
フィリピン

大角 泰夫 インド平シア 5.12.04～5 12 19 貝iB 圭二
II 7 レイ シア 6.04.03-6.04.13 

II 
フィリピン

マレイシア

大角泰夫 フィリピン 6.01.26～6.02.01 佐藤正仁 7 レイシア 6.04 03～6.04.13 
フィリピン

丸山 消llrJ f込林水産技術会議事務局 タイ 6.01.23～6. 02. 03 
貝沼 ~二 ” インド 6.05.18～6.05.28 

西尾 隆 タイ 6.01.23～6. 02 03 
タイ

早川 tn／＇.文 国｜療研究センター タイ 6 01. 23～6.02 03 村上敏文
』， インド 6.05.18～6.05.28 

タイ

同 三徳 タイ 6. 01 23～6. 02 03 。専門部門別海外調査
大磯三千人 1込林水産技術会M皇事務局 中国 6. 02. 22～6.03.04 木浦 卓治国際研究センター アメ リカ 5 .10.23～5.11.05 

菅原誠治農林水産大臣官房 中国 6.02.22～6.03.04 宮重俊一 II フ’ラジノレ 5.11.21～5.12.20 

赤井政HI！ 国［i！；；研究センター 中国 6.02.22～6.03.04 早瀬 J支Ml: 中央水産研究所 タイ 6.01 17-6.02.05 

術1 道生 II インド 6 02 23-6.03.08 飯田 活 II チリ 6.01.24～6.02.07 

14 
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中村弘二 II II II 池長給史食総研 フィリピン 6. 01.18～6.02.16 

宮重俊一 II 7 レイシア 6.02.09～6.03 10 新良力也北農試 タイ 6. 01.19～6.02 16 
インドネシア
タイ 行本 ii峰子 国際研究センター 7 レイシア 6. 01 21～6.02 19 

原 素之 II II II 松尾和之袋町fセンター インド不ンア 6. 01 21～6. 02 19 

石谷孝佑国際研究センター II 6.02.12～6 03.05 浅野 透 フィリピン 6.01.26～6.02.22 

小山 fl芸 II タイ 6.02.14～6.03.04 小南陽亮森総研 7 レインア 6. 02. 08～6. 03. 09 

石原修二 II ナイジエリア 6.02.21～6. 03 .16 勝木俊雄森総研 7 レインア 6.02.08～6.03. 09 
ニジエール
イギリス 和田 自fl 九，；，，試 7 レインア 6.02.09～6.03.10 
フランス

混同 窓夫 国際研究センター（i'i•縦支所） タイ 6.02.10～6 03 .10 
今川 i変I別段環｛！Jf 7 レインア

宮崎尚時国際研究センター 中国 6.02.22～6.03 03 w1王l宏之 ll主U'lfiJf タイ 6 02 10～6.03.10 

渡辺洋一郎 !:I:林水産技術会議事務局 中国 II ，，，チ，， イ言 II 中匡l 6. 02 14～6.02.28 

金ぅ1 俊男 浪林水産技術会議事務局 オーストラリア 6. 02. 26～6.03.05 是永龍二 果樹試験場 タイ 6.02.20～6.03.05 
7 レイシア

鈴木光雄 II タイ 6.03.13～6.03.26 
7 レイシア 内田 論国防1日D＼：センター インド 6.02 23～6. 03 .15 

タイ
大n 圭i自 国際研究センター フィリピン 6.03.16-6.03.31 

7 レイシア 小西和11孝良環日f インドネシア 6.02.24～6.03.25 

’／ 川崎浩二 II ケニア 6.04.07～6. 04 18 門tt¥'J敏幸東北淡試 7 レイシア 6.03.03-6.03.28 

八木繁I'i' II 菅原 和夫 国際研究センター（ i•！•純支所） タイ 6.03.05～6.03.30 

野田孝人 ベトナム 6 .04. 07-6.04. 25 佐久間育成 国際研究センター 1j・1国 6.03.09～6. 04 07 
中国

:¥ff名武夫 北淡試 タイ 6.03.18～6. 04 17 
小杉 正 II ベトナム 6.04.07～6. 04. 28 

タイ 大津 lY!L II タイ 6. 03. 22～6.04.20 

鈴木正II日 ロシア 6. 04 26～6 05 24 江口久夫 II シリア 6.03.25-6.04.20 
カザフスタン
ウス’ベキスタ／ 久米新一 帯店主試験場 マレイシア 6.04.01-6.04.27 
ドイツ

l市l 三徳 II II 
く〉長期在外研究員

く〉短期在外研究員
藤田 l昨年啓 国際研究センター シリア 6. 04 . 24 -7. 03. 16 

荒木 均北Iミ試 1j1国 5.10.14-5.10.31 渡辺克明 7 レイシア 6.04.21～6 09.21 

大西亮一段工研 タイ 5.10.20～5.11 02 同旺l慾寺： タイ 6. 03. 30～6.08.31 

北村義信 7 レイシア 5.10.20-5.11.10 藤本 l暁夫 タイ 6. 03. 24-6 .10. 04 
7 レイシア

松，k 亮一 国際研究センター ナイジエリア 5.10.21-5.12.10 
オランダ 高橋明彦 中国 6.03.17～6.10.14 
イギリス

児嶋 ;f[ II フ”ラジ／レ 6. 01.13～6.03. 20 
斎藤 昌義食総研 インドネシア 5 .10. 25～5 .11. 23 

相1/l/ II月彦 II インドネポシア 6. 04. 26-6. 09. 30 
山本 WJ 凹国投試 ナパーノレ 5.11.10-5.12.09 シンガール

インド

望 1:n最初f 板念 i,rr II スリランカ 5.10.04～6.03.21 
皆川 インドネシア 5.11.19～5.12.18 マレイシア 6. 04. 25～6. 07. 28 

鈴木 一生 森総研 7 レイシア 5.11. 20-5.12 .19 丸山 1昆 7 レイシア 5.10.08～6 04.25 

菅原和夫国際研究センター タイ 5.11.20～5.12.15 
インドネシア

川島知之 タイ 5.11.22～5.12.21 岡田謙介
II コロンビア 5.10.16～6. 07. 04 

II 
アメリカ

恨回 仁森総研 インドネシア 5.11.29～5.12.25 
片岡健治 II タイ 5.10.18～6.03.17 

安j主克樹国際研究センター フィリピン 5 .11 30～5.12.12 6. 04. 26～6.09. 28 

タイ
伊勢 一男 ＂＇＂国 5.10 26-6.01. 28 II 

渡辺 奈良研センタ インドネシア 5.12 .16-5.12 .25 6 03.08～6.11.03 

樋口幸夫 II タイ 5 .12 16～6.01.09 小林 l京美 II 7 レイシア 5.10. 29-6.04. 26 

安藤象太郎 国際研究センター インド 6.01.04～6.01.26 三iill 窓歳 II フィリピン 5 .11. 02～6.03.26 
6. 04 19～6. 08. 20 

今井敏行炭工liJf スリランカ 6. 01. 06-6. 01. 20 
伊!l!x ~Li変 II エクアド／レ 5.11. 02～6. 04. 20 

中島 一雄国際研究センター タイ 6.01 10～6.01.29 fぐjレ

ボリビア
大脇 良成 国際研究セノター（l中総支所） インドネシア 6.01.12～6.02.03 

桑原雅彦 タイ 5. 11. 09～6.04.07 
大住 克博 森総研（併）国際研究センター フィリピン 6.01.12～6.02.22 6.04.21～6.09.13 

高橋 和規 森総研（併）国際研究センター II 中国和年 II インドネシア 5.11.19-6.01.27 

高林 実国際研究センター （以下次号へ掲紋）
6. 05. 25～6.10.21 

フーラジノレ 6. 01.13～6.01.27 

Fh
d
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電動 在外研究員便り－ILRADから一瞬
家畜と野生動物の共生は可能か

ケニアに来て驚かされる事の一つに、この地におけ

る野生動物の数と種類の多さがあげられる。 週末郊外

にι同、けると、放牧地で牛が野生の草食獣と仲よく草
を食んで・いる姿がしばしば見られる。非常に牧歌的で

かつアフリカらしい姿と言えるが、放牧衛生的見地か

ら見ると問題が多し、。家畜を集団で飼育する場合、感

染源となり得るような他の集団からはできるだけ附し

ておくと言うのは、家斉衛生の鉄則である。しかし、こ

の地ではシマウマが、ヌーが、 Ifゼールが、キリンが、

余りにも多くの草食動物が家畜と混在している。アフ

リカの牛に重篤な被害を与えている東海岸熱の病原体

であるタイレリア ・パルパは、本来はバッフア ローに

寄生していた原虫であったことが判明している。同じ

タイレリア属で[n]i'iftに牛に被害を与えているタウロ卜

ラガイの終宿主は、 エランドであるとされている。こ

の様にアフリカで発生している家高の病気のなかに

は、本米は野生動物に寄生し共存関係をとげていた弱

毒の病）；主体が、宿主を外れて家畜に感染し、強毒化し

たものが多し、。この地での野生動物の多様性は、これ

からも 多くの未知の疾病が家畜に発生するだろうこと

を想像させずにはおかない。もっとも、被害は野生動

物からの一方通行だけではない。1890年には当時牛に

よってもたらされた牛疫によって、その後2年間でケ

ニア・タンザニア地区にいた95%以上のヌーやバッフ

アローが死亡したと記録されている。

これらの対策としては、やはり家畜を隔離し、野生

動物との接触を避けるのが一番のように思われる。事

実、かつては見渡す限りの草原であったろう大地が、頑

丈な有刺鉄線で区切られている姿をしばしば見かけ

る。しかしそれは行き着くところ、草を求め周年移

動を繰り返す草食獣の死を意味する。さらに、それは

草食獣を慣とする肉食獣の死でもある。アフリカには

人知を超越した複雑で、それでいながら脆く壊れやす

いEcosystemが働いている。

今、 ILRAD(InternationalLaboratory for Research 

on Animal Diseases）はタイレリア ・ノ、tルパのワクチ

ン｜刻発とともに、このEcosystemの一部ともいえる土

着工｜ニの トリパノゾーマ耐性を利用して、その耐性造伝

子を導入牛に移入すべく研究を開始した。家畜と野生

動物が:Jt生できる世界は来るのだろうか。

家畜衛生試験場（国際農林水産業研究センター併任）
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